
小松ゼミの”不動産学研究”メソッド

不動産マーケティング・リサーチ技法



築後10年 築後25年

資
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）

建築経過年数（単位：年）

既存マンションの取引価格における経年減価の推移

築後40年

注）取引事例における対象地域別、取引年次別の調整前の推移



ゼミの目的

ゼミの内容

①ＢＳ法・②ＫＪ法・③ラダリング ④ＳＷＯＴ分析・⑤事例-コードマトリックス

論文要約（前期８本（一人２本）・後期８本（一人２本））・発表・情報共有化

消費者の意識構造分析（前期） 不動産事業戦略立案（後期）

どのような好み・行動の特徴があるのか？

不動産のプライシングへの理解を深める



①ＢＳ法・②ＫＪ法・③ラダリングによる消費者の意識分析法（前期）



④ＳＷＯＴ分析による事業戦略立案方法（後期）



⑤事例・コードマトリックスを用いた情報整理法（後期）



学術論文

Ⅰ.目 的

Ⅱ.仮 説

Ⅲ.方 法

Ⅳ.結 果

①要 約

A４用紙１枚

Ⅰ.目的 Ⅱ.仮説 Ⅲ.方法 Ⅳ.結果

論文A 〇〇

論文B 〇〇

論文C 〇〇

論文D 〇〇

「表」に情報を集約

②集 約

③コード化
（分析）

コードA
（keywords）

コードB
（keywords）

コードC
（keywords）

コードX
（keywords）

・論文A
・論文Y

・論文B
・論文V

・論文D

コードY
（keywords）

・論文T ・論文C

コードZ
（keywords）

・論文I ・論文O ・論文E
・論文F

コード化：札・名前・ラベルなどをデータの切片につける

①要約
②集約

③コード化

繰り返す → 飽和状態

空白地帯
（研究なし）

④ストーリー化

④ストーリー化

〇これまでの研究の蓄積
→ どこまで研究されてきたのか。

〇取り組むべき研究テーマ
→ 何を明らかにする必要があるか。


